
（申請書）別紙様式１－B その１－１                   様 式 B 
 

 平成２９年度子どもゆめ基金助成金申請書 
 

平成 28 年 11 月 11 日 

  独立行政法人国立青少年教育振興機構理事長 殿  
 

 
 

 

下記の活動を行いたいので，子どもゆめ基金助成金交付要綱第４条の規定に基づき，助成金申請書を提出します。 

ふりがな かわのがっこう いん はなわがわ  助成金交付申請額 

       １９３,000 円 活動名 川の学校in花輪川 

活動の分野（いずれか１つに○を記入） 

○ 自然  科学  交流  社会奉仕  職場  総合・その他  読書 

活動の種類（いずれか 1 つに○を記入） 

○ 子どもを対象とする活動  経済的に困難な状況にある子どもを対象とする活動 

 フォーラム等普及活動  指導者養成 → 資格取得（可能な場合）  任意  必須 

活動期間  7 月 29 日 （土）  ～  7 月  30 日 （日）  
参加者がいる活動期間（事前・事後指導含む）としてください。 

活動場所 
(具体的に記入) 

八千代市北西部に位置し、新川経由印旛沼に流れる花輪川は市内では安

全に遊ぶ事の出来る貴重な小河川である。 
千葉 県 

募集地域 
(市区町村を記入) 

八千代市 ※市区町村規模でなければ応募できません 

募集対象 
(□内に○を記入) 

 未就学児 （  ～   歳） ○ 小学生 （３～６年生）  中学生  高校生 

 大学生等  一般成人  保護者  その他（                 ） 

募集人数 
子ども（高校生以下） 

    40 名  ×  1 回 ＝ 延べ    40 名 

大人 

       名  ×  回 ＝ 延べ     名 

募集方法 
(□内に○を記入) 

○ チラシ（配布先：市内小学校 ）  ポスター（掲示先：             ） 

○ 広報誌（名称：市・広報誌 広報やちよ）  その他（                   ） 

 参加費 
(□内に○を記入) 

○ 有料  【1 人あたり 1,100 円】  無料 

共催 NPO 法人 水環境研究所         （国又は地方公共団体と共催する活動は助成の対象となりません。） 
 

注１． 団体の役員及び事務局職員等のうち、申請書の内容及び経費について責任を持って対応できる方を必ず３名（家族を除く）記入してくだ
さい。 

２． 記載された個人情報は、「(独)国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規程」に基づき、子どもゆめ基金助成業
務以外の目的には使用しません。 

郵 便 番 号： 〒276-0046 

住 所： 千葉県八千代市大和田新田 446-226 
ふ り が な とくていひえいりかつどうほうじんやちよおいこす 

団 体 名： 特定非営利活動法人八千代オイコス 

代表者役職： 代表理事 
ふ り が な か わ せ じ ゅ ん い ち            

氏 名： 川 瀬 純 一       ㊞ （記名押印又は署名） 

 氏   名 年齢 自 宅 住 所 勤務先/所属先 連絡順 

ふ  り  が  な 

団体代表者 

かわせ じゅんいち 

川瀬 純一 

76 
千葉県八千代市大和田新田 

446-226 
無職 

1 
連絡先 

電話：0474590025 

携帯：09085113086 

ＦＡＸ   ：0474590025 

Ｅ－ＭＡＩＬ：j-kaw@jcom.home.ne.jp 

ふ  り  が  な 

連絡担当者① 

しま ひでみつ 

島 秀光 
75 

千葉県八千代市大和田新田 

469-123 
無職 

2 
連絡先 

電話：0474599464 

携帯：08020096492 

ＦＡＸ   ：0474599464 

Ｅ－ＭＡＩＬ：h_shima@jcom.home.ne.jp 

ふ  り  が  な 

連絡担当者② 

たなべ ひであき 

田邉 英明 
74 

千葉県八千代市大和田新田 

747-1-5-1201 
無職 

3 
連絡先 

電話：0474505212 

携帯：08011652053 

ＦＡＸ   ：0474505212 

Ｅ－ＭＡＩＬ： mnedob@br4.fiberbit.net 

mailto:j-kaw@jcom.home.ne.jp
mailto:h_shima@jcom.home.ne.jp


 

 

 

団体名 特定非営利活動法人 八千代オイコス 

ふりがな かわのがっこう いん はなわがわ 

活 動 名 川の学校in花輪川 

 

月 日 曜日 時間 プログラム内容（開始時間と終了時間をいれること） 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

土 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 

07：30 

09：00 

09：20 

10：30 

11：00 

12：00 

13：00 

13：20 

14：00 

14：20 

15：00 

08：00 

09：00 

09：30 

09：40 

10：50 

12：00 

13：00 

14：20 

15：40 

15：50 

オイコススタッフ全員川へ集合（ミーティング） 当日の準備 

子ども達の集合場所 八千代緑が丘駅 受付 

花輪川の観察 駅より川の学校設定場所まで川に沿ってウォーキング 

オリエンテーション オイコス代表挨拶、講師紹介、班編成・自己紹介・スケジュール説明 

水循環の勉強 水調べCODによる水質検査 

お弁当タイム（各自持参の昼食） 

しかけの話  外部講師による説明 

各班の活動場所へ移動 川の安全について説明⇒川に入り仕掛けの設置 

各班本部会場前に集合⇒本日の観察ノート記入・ふりかえりシート記入 

解散（オイコスメンバーにより駅へ送る） 

オイコスミーティング（明日の打合せ） 

オイコススタッフ集合（ミーティング） 

駅受付（オイコスメンバーによる車での移送） 

今日のスケジュール  講師による網の使い方 

生き物をさがそう！階段３か所 

捕まえた生き物の観察、記録 ミルソー使用 班ごとに発表 

昼食 

かんさつノートまとめ 

皆で考えよう 班ごとの発表 意見交換 講師の講評 ふりかえりシート記入 

終了証書わたし（君も八千代の水はかせで賞） 

おわり 

指導者名 福士融（外部講師）、瀧和夫（外部講師）、桑波田和子（オイコス） 

当日活動に携わる指導者等の 

人数 （実人数） 

指導者           3名 協力者         13名 

（うち、団体構成員の人数    11名） 

 

（申請書）別紙様式１－B その１－２ 様式B 活動計画表 

この活動を計画した目的やねらい
．．．

（200字程度を厳守すること） 

市内北西部を流れる「花輪川」の環境保全活動を実行するため、八千代オイコスと八千代市との合意書（アダプト制度）を結んだ

（平成２０年４月）この川は、唯一川面に降りられる階段が３か所設置されていて安全に遊ぶ事が出来る川である。オイコス活動

目的の川の環境整備・保全活動の他に「川の学校」などの環境教育活動もテーマとしている。子ども達に川遊びを通して生き物

や水の大切さを知り、豊かな自然環境を学んでもらうきっかけの場として開校する。平成２９年で１１回目の開校予定となる。 

 

活動の目的やねら
．．
い
．
を達成するための具体的なプログラム名と主なポイント（箇条書きで３つまで） 

＜具体的なプログラム名＞ ＜主なポイント＞ 

水の旅（水循環）と水調べ 
①雨が降った水の循環を模型で学ぶ。 

②川水を採取しCOD試薬による水質検査。 

川の生き物調査 
②� 一日目にペットボトルで作った仕掛けを設置する。（翌日獲物の確認） 

②二日目は採取網で川の中を生き物探しする。⇒各班で生き物の発表 

生き物が棲める花輪川大作戦

会議 

②� 班ごとに「どうしたら生き物が沢山棲める花輪川になるか」作戦会議を展開。 

②全員班ごとに模造紙を使って気づいた意見を書き込み、発表する。 

参加者の

安全対策

健康管理 

傷害保険への加入 
（□内に〇を記入） 

○ する  しない（理由：                      ） 

安全対策：川に入るカリキュラムは各班に２名の指導員を当て安全管理の徹底を図る。天候悪化に備え代替カリキュラムを計画。  

健康管理：熱中症対策として参加者へ常に水分の補給促進、ｽﾎﾟー ﾂﾄﾞﾘﾝｸ配備。また、救護担当を設置して緊急時の処置対応に備える。 



（申請書）別紙様式１－Ｂ　その２

指導者、 10000円×1人×1日×2回 ＝ 20,000      円

NPO指導者 10000円×2人×1日×2回 ＝ 40,000      円

協力者(スタッフ、高校生) 3000円×12人×１日×2回 ＝ 72,000      円

自家用車  NPO指導者 25円×10km×1台×2回 ＝ 500          円

自家用車  スタッフ 25円×5km×10台×2回 ＝ 2,500        円

＝ 円

＝ 円

＝ 円

＝ 円

チラシ印刷 0.5円×6000枚 ＝ 3,000        円

製本費(外注) 500部(含む税、送料） ＝ 16,000      円

観察ノート　,打ち合わせ資料印刷 0.5円×2000枚 ＝ 1,000        円

ハガキ 52円×10枚 ＝ 520          円

宅急便 152円×50部 ＝ 7,600        円

＝ 円

研修会会場借料 3240円×1部屋 ＝ 3,240        円

＝ 円

＝ 円

薬品(ＣＯＤ低濃度試薬） 10000円×１箱 ＝ 10,000      円

薬品(ＰＨ試験紙） 4000円×１箱 ＝ 4,000        円

文房具（A4用紙） 500円×１2束 ＝ 6,000        円

文房具（模造紙） 50円×20枚 ＝ 1,000        円

熱中症対策　(お茶２４本入り) 2000円×2箱　 ＝ 4,000        円

熱中症対策　(スポーツドリンク） 100円×25本 ＝ 2,500        円

＝ 円

＝ 円

＝ 円

参加者保険料(傷害者保検) 50円×100人×１回 ＝ 5,000        円

保険料(ボランティア保検) 300円×21人×１回 ＝ 6,300        円

　　　　（オイコス会員） ＝ 円

協力者謝金（当日超過分） 1000円×12人×1日×2回 ＝ 24,000      円

食費（指導者、協力者） 800円×15人×1日×2回 ＝ 24,000      円

＝ 円

← 自己資金 を充当すること （積算内訳の記入は不要です）

※ 収入の総額 と一致させること

193 ,000

＝ 44,000      円

＝ 円

支
出
の
部

借料損料

旅費

通信運搬費

助成対象外経費　Ｂ

謝金

雑役務費

印刷製本費

収入の総額 （＝支出の総額） 263,160            

収
入
の
部

団体の自己資金でまかなう経
費　Ｃ

支出の総額 （A＋B＋C） 263,160            

補助金・寄附金等

自己資金 26,160              

参加費収入

子どもゆめ基金助成金
交付申請額

44,000              
参加者　1100円×40人×1回

区　　　分

収支計画表

特定非営利活動法人　八千代オイコス団　体　名

活　動　名

金　額（円）

　
助
成
対
象
経
費
Ａ

消耗品費

小　　計　　Ａ

132,000            

193,860            

そ
の
他
の
経
費

経済的に困難な状況にある子どもを
対象とする活動において特に助成の
対象となる経費

3,000                

-                      

3,240                

59,300              

10,000              

積 算 内 訳 （積算根拠のない経費は、Ｂ．助成対象外経費といたします）

川の学校in花輪側

27,500              

-                      

※ 支出の総額 と一致させること

← Ｃ ≦ 自己資金 となること

20,000              

8,120                

← 小計 Ａ の千円未満を切り捨てる
　　かつ、５０万円を超えないこと



 

 

 

注） 活動実績において、過去３年間に子どもゆめ基金助成活動を実施していた場合は、必ず記入してください。 

  「平成２８年度（見込）」は、交付決定を受けている活動に限り、活動名と交付決定額を記入してください。 

（申請書）別紙様式１－B その３ 団体概要 

 

 

団体名 特定非営利活動法人八千代オイコス 

団 体 の 種 別 
（ □ に ○ を 記 入 ） 

 公益社団法人  公益財団法人   一般社団法人  一般財団法人 

○ 特定非営利活動法人  学校法人  社会福祉法人 

 民間企業  法人格なし  その他（                    ） 

団 体 Ｕ Ｒ Ｌ   http://yachiyo-oikos.jp/ 

団 体 設 立 年 月  西暦 2001年 12月 団体の活動範囲  千葉県八千代市 

団 体 が 管 理 ・ 運 営 

す る 施 設 （ ※ 指 定 

管 理 施 設 を 含 む ） 

 無し 

団 体 設 立 の 

経 緯 ・ 沿 革 

2001年12月NPO法人八千代オイコス設立、スタートするがそれ以前平成3年より10年間ホタルフォー

ラムとしてホタルの生息状況の観察と保全活動を行って来た。しかしホタル環境保全の為には自然環境

の保全が必要であるとし、同フォーラムを発展的に解消図り八千代オイコスを立ち上げた。当初のオイ

コス事業として①よみがえれ花輪川等の河川浄化事業②農業体験事業(畑作、水田耕作、炭焼き)③講

演会（フォーラム）の主催を引き継ぎ、更に花輪川事業の拡大を図りグランドワークとして、花輪川を実践

グラウンドとして一般会員の募集、花輪川を散歩コースとして楽しめる景観・美観づくりを行政、事業所

の協力を得て行って来た。またオイコスの趣旨に賛同する市民団体との協同関係を構築、オイコス主催

の講演会（例八千代環境フォーラム）を提唱、討論会・勉強会を開催した。同時に常に外部の主催事業

にも積極的に参加し会の研鑽にも努力する。平成16年5月社団法人日本河川協会より、平成24年12月

環境省水・大気環境局長より「水・土壌環境の保全活動に貢献あり」と、平成26年10月「第3回印旛沼流

域再生大賞」を夫々受賞した。 

団 体 概 要 

＜目的＞○地域の里山自然の保全を図るための水質浄化事業。○自然環境に関する意識開発のための

教育支援事業。○街づくり活動に関わる行政、および諸団体との協同ネットワーク構築事業を主な活動テ

ーマとして日々の活動としている。 

＜構成＞現在の登録会員は 40名程であるが、月一回（第2日曜日）の定例活動には 10～15名程の参加

を得て実施。 

活 動 実 績 

平成２８年度（見込） 平成２７年度 平成２６年度 

年間活動計画に基づき 

＜春秋ウォーキング＞、＜田んぼ

稲作＞、＜川の学校＞、＜ホタル

観賞会＞、＜餅つき会＞等主催 

年間活動計画に基づき 

＜春秋ウォーキング＞、＜田んぼ

稲作＞、＜川の学校＞、＜ホタル

観賞会＞、＜餅つき会＞等主催 

年次総会「年間活動計画」に基づき

活動。＜春・秋ウォーキング会＞、

＜田んぼの会＞、＜川の学校＞、

＜ホタル観賞会＞、＜年末餅つき

会＞等主催 

団 

体 

の 

財 

政 

状 

況 

総 収 入 ２１９，７００円 ２６５，３７９円 ４３４，７２１円 

総 支 出 ２１９，７００円 ３１１，５５０円 ４３６，９９４円 

当 期 損 益 ０円 △４６，１７１円 △２，２７３円 

子 ど も ゆ め 基金 

助 成 金 の 

交 付 実 績 

 無し  無し  無し 

そ の 他 の 

補 助 金 ・ 

助 成 金 の 
交 付 実 績 

・八千代市１％支援 

        62,098 
 

・印旛沼環境基金 

       99,000 

・八千代市１％支援 

       56,165 

・印旛沼環境基金 

       132,000 

・八千代市１％支援 

       93,329 


